
集合知を利用したデータキュレーション

無形文化資源のためのデジタルアーカイブ	  

早稲田大学演劇博物館　デジタルアーカイブ室　　土屋紳一
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早稲田大学演劇博物館 
2001年にデジタルアーカイブを一般公開 

2017年6月30日、大学内のデジタルアーカイブを統合したシステムを公開
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無形文化資源のアーカイブは可能か？
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無形であるがために、 
そのもの自体のアーカイブは不可能
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しかし、無形文化資源の 
デジタルアーカイブは可能
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近接した文化資源の収集から、 
無形の資源を浮かび上がらせる
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近接した文化資源の収集から、 
無形の資源を浮かび上がらせる

ドーナツ型の収集
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無形文化資源のためのデジタルアーカイブ	  

共通構造と思われる事例
▸ 演劇博物館デジタルアーカイブコレクション 

▸ 土方巽アーカイブ 

▸ 大野一雄アーカイブス 

▸ ピナ・バウシュ財団 

▸ 鶴来現代美術祭アーカイブ展　(金沢21世紀美術館) 

▸ 電子機器を活用したインスタレーション作品 

▸ その他多数
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無形文化資源のためのデジタルアーカイブ	  

ピナ・バウシュ財団による、18種類に及ぶカテゴリー分け

PINA BAUSCH FOUNDATION.http://www.pinabausch.org/en/archive( accessed2017-7-10).
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無形文化資源のためのデジタルアーカイブ	  

複雑化する収蔵品管理
▸ 演劇博物館の場合
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無形文化資源のためのデジタルアーカイブ	  

カテゴリ数：９　　項目総数：１,１１５
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無形文化資源のためのデジタルアーカイブ	  

ドーナツ型の登録を１６年続けるが
▸ 個々のデータベースを独立して構築 

▸ 他のデータベースと関係があっても連携がほぼ実現できてい
ない 

▸ ドーナツの空洞が構造的にできていないため、本来の無形
文化資源を浮かび上がらせることができていない 

▸ メタデータの統合もかなり困難な状態になる
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無形文化資源のためのデジタルアーカイブ	  

デジタルアーカイブにおける既知の問題
▸ 著作権問題 

▸ 予算不足 

▸ 人員不足 

▸ 必要性に対する社会の理解 

▸ 限定される利用者
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無形文化資源のためのデジタルアーカイブ	  

公開システム新規開発における問題
▸ システム開発費が少ない 

▸ デジタルアーカイブシステム構築の経験不足 

▸ 人員も潤沢ではない 

▸ 一般の利用者には、検索しにくい資料が多い
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集合知を利用したデータキュレーション
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集合知を利用したデータキュレーション

早稲田大学文化資源データベース　 

演劇博物館のみでも、約３０のデータベースを公開

http://archive.waseda.jp/archive/
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集合知を利用したデータキュレーション

それぞれの項目を持ったデータベース群
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集合知を利用したデータキュレーション

横断検索により、共通項目の抽出
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キーワードによって、データベースを束ねる一般的な手段
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集合知を利用したデータキュレーション

横断検索により、共通項目の抽出
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別のキーワードによって、資料を探す

ヒット

ヒット ヒット ヒット

ヒット

ヒット

19



集合知を利用したデータキュレーション

ユーザーが任意で関係性を記録する
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キーワード検索では、一致しないが関連しているかもしれない
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集合知を利用したデータキュレーション

データキュレーションの特徴
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共通キーワードだけでなく、自由に関係を結びつける
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集合知を利用したデータキュレーション

データキュレーションの特徴
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この機能を一般のユーザに解放する
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集合知を利用したデータキュレーション

データキュレーション導入のメリット
▸ システム開発費が比較的少ない 

▸ 高度なシステムでなくても、検索結果の候補が拡充 

▸ データ登録の手助けになる可能性がある (人員不足解消?) 

▸ 一般の利用者には、伝わりにくい資料があっても、補足が可
能になる
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集合知を利用したデータキュレーション

データキュレーション導入のデメリット
▸ 不確実な情報を一般ユーザに公開する 

▸ 書き込みも可能にすれば、誹謗中傷といったネット特有の
懸念材料が発生するため、常時管理が必要 

▸ ユーザが利用しなければ、不必要な付加機能
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横断検索する
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ボタンを押すことでクリップ

クリップされたものが溜まり、クリックで表示される
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地図の位置情報を記録したクリップも可能
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編集画面では自由な記述や順番の入れかが可能

保存するためにはタイトルの記入が必須
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タイトルをクリックすると保存された内容が閲覧できる

twitter、facebookへの連携も簡単にできる
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「いいね」「よくないね」の評価をつけられる。

問題がある場合は、管理者に直接通知も可能
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保存したクリップをさらにクリップが可能
１０個まで保存できる制限を設けているが
入れ子構造により、無限に関連したものを保存できる
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集合知を利用したデータキュレーション

クリップ機能
▸ 表示されているページ全てを記録可能 

▸ 検索キーワードを記録 

▸ 地図の位置を記録 

▸ AVの連続再生（プレイリスト化） 

▸ クリップしたものを、更にクリップ 

▸ SNSなどで共有可能 

▸ 保存されているものをコピーし、編集可能
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集合知を利用したデータキュレーション

クリップの特徴
▸ ユーザーIDを発行しない 

▸ 記録できる数が１０個に限られている 

▸ 入れ子構造が可能であり、実際は無限にクリップ可能 

▸ ヴァーチャル・ラーニングコモンズとして活用可能
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Smithsonian Learning Lab.https://learninglab.si.edu/( accessed2017-7-10).
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Smithsonian Learning Lab.https://learninglab.si.edu/( accessed2017-7-10).
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Smithsonian Learning Lab.https://learninglab.si.edu/( accessed2017-7-10).
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Smithsonian Learning Lab.https://learninglab.si.edu/( accessed2017-7-10).
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Smithsonian Learning Lab.https://learninglab.si.edu/( accessed2017-7-10).
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集合知を利用したデータキュレーション

SMITHSONIAN LEARNING LABとの共通点

▸ 一般ユーザに解放したデータキュレーション 

▸ 教育分野での活用を模索 

▸ 管理しているデジタルアーカイブ内での活用が基本
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集合知を利用したデータキュレーション

SMITHSONIAN LEARNING LABとの違い

▸ 公開システムとの高い親和性。 

▸ ユーザ登録が不要なため、匿名性が高い 

▸ 内部からの発信をグループ化し、識別できる 

▸ １回の保存は１０個までしかできない 

▸ 保存したものをまとめる、入れ子構造が可能 

▸ 集合知のデータキュレーションをシステムにフィードバック
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集合知を利用したデータキュレーション

日本での活発な利用を目指して
▸ ID登録が不必要なため、ユーザの心理的ハードルを低下 

▸ 匿名性を高くすることで、活発な利用を促す 

▸ 10個までに限定することで、キュレーション意識を高める 

▸ 限定される方が、むしろ活発になる（twitterの文字数など）
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集合知を利用したデータキュレーション

これから検証すべき課題
▸ 不確実な情報を抱えることで、誤認識するユーザ対応 

▸ 学術系以外の大規模なシステムに、対応可能か 

▸ クリップされた資料の統計を時期ごとに算出することで、検
索ランキングと比較 

▸ 自然言語の情報を多く保持できるため、連想検索、人工知
能などと連携し、新たな出会いが生まれるか
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ご静聴ありがとうございました

http://archive.waseda.jp/archive/

43


